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 全国高校総合体育大会・総合文化祭、全国高校野球和歌山大会

第９３回全国高校野球選手権和歌山大会
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　梅雨晴間の７月５日（火）は期末考

査の最終日でした。この日のテスト終

了後、全校生徒が体育館に集まり、

壮行会が開催されました。出場、出展

クラブの生徒が舞台に整列した後、

出張中の学校長に代わって浜野教

頭より「６月の県大会を勝ち抜き、見

事インターハイに出場する選手の皆

さんには、被災地の人々に勇気を与

えるような熱戦を期待します。また、写

真部には被災地の人々を励ますよう

な作品を期待します。そして、野球部

は昨秋の近畿大会に出場した時の『和

工魂』の勢いで今回の大会も頑張っ

て下さい。」と激励の挨拶がありました。

続いて生徒会長より「全国大会出場

おめでとうございます。大会で活躍し、

日本の顔になって下さい。」との激励

の言葉が贈られました。次に出場する

各クラブより、開催場所と日程がそれ

ぞれ紹介されました。その後、吹奏楽

部と応援団による校歌演奏等による

激励があり、最後に出場選手を代表

して剣道部の大上修主将が「本日は

私たちのためにどうもありがとうござい

ます。被災地である東北地方で試合

ができることに感謝し、人々に元気を

与えることができるような試合をしてき

たいと思います。」と、お礼と決意の言

葉を述べました。　　　　　　　　　　　　  

　壮行会終了後、体育館の外に出た

全校生徒を東北につながる青空が待

っていました。

　大会５日目の１７日の日曜日、和歌

山市毛見の県営紀三井寺球場で２回

戦４試合が行われ、本校は第４試合

でシード校の向陽高校と対戦しました。

初回、本校は先制点を挙げましたが、

中盤に逆転され、最終回１点を返し

二死満塁と粘り強く攻めましたが及ば

ず、２－７で敗れ初戦突破はなりませ

んでした。　

　試合中、一塁側スタンドでは、吹奏

楽部や主に一年生野球部員で構成

された応援団、多くの生徒や卒業生、

保護者、教職員が一つとなり懸命に

応援しました。

  硬式野球部は今、１・２年生の新チ

ームとなり、次の大会を目指して頑張

っています。

      ８月の行事予定

 1日(月)　登校日(全学年)

 2日(火)　中学生体験学習(市内)

 3日(水)　中学生体験学習(市外)

25日(木)　始業式(１限目)

《出場クラブ日程、会場紹介》

○剣道部　８月９日～１２日　青森県武道館

○ウエイトリフティング部　８月２日～６日　江刺中央体育館（岩手県）

○ボクシング部　８月９日～１５日　秋田市立体育館

○レスリング部　８月１日～４日　八幡平市総合運動公園体育館（岩手県）

○体操部　８月６日～９日　一関市総合体育館（岩手県）

○写真部（出展）　８月３日～７日　会津若松市文化センター（福島県）

○硬式野球部　７月１３日～２８日　県営紀三井寺球場


